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 北海道士幌高等学校のホームページをご覧いただき、ありがとうございます。 

 本校は、十勝北部にある広大な士幌高原の一角に位置している全日制の農業高校です。

昭和 25 年（1950 年）に北海道川西農業高等学校士幌分校として創立され、本年度で 73 年

を迎える歴史と伝統を有した農業高校であり、3000 名を超える卒業生の多くは、地域農業

の担い手、農業関連産業をはじめ、各方面の分野で活躍されています。創立以来、農業およ

び自然を柱とした教育を脈々と受け継ぎ、時代の要請に応えながら学科改編を重ね、現在

はアグリビジネス科とフードシステム科の２学科を設置し、多様な学びを展開しています。 

 本校では、授業や農業クラブ活動をとおして、地域が抱える新たな課題を研究課題とし

て、生徒自身が主体的に地域に根ざした学習活動をおこなっています。その中でも、本校

が行っているキャリア教育の一環である志プロジェクト（士幌町の「士」と士幌高校生の

「心」を重ねた「志」プロジェクト）や地域と連携した数多くの取組は、地域をはじめ多く

の方々から高い評価をいただいています。生徒たちは「志プロジェクト」に積極的に取り

組むことで夢や目標を抱き、自らの未来を切り拓く力を身につけ、多方面で活躍するよう

になり、将来の地域の担い手として活躍する人材として着実に成長をしています。この成

果は、最先端 IoT 農業の実践、GLOBALG.A.P 認証・HACCP 認証取得・アニマルウェルフェア

認証の取得、地域特産品の企画から道の駅のプロデュース参加等、様々な教育実践につな

がっており、地域と密接に関わっている本校の存在意義は益々大きくなっています。 

 今後も生徒と教職員が共に地域の現状を直視し、地域の課題を学校の課題として捉え、

農業高校の本校だからこそできる生徒が主役の取組を教育実践の中に掲げ、その遂行に努

めるとともに、生徒達、保護者や地域の方々に「士幌高校で良かった」といわれる学校づく

りを目指して参ります。 


